
調査の概要

（１）調査目的

（２）調査対象者と回収結果

調査対象者 回答数 回答率
146 45.1%

男性 162 67 41.4%
女性 162 79 48.8%

原則町職員世帯を除いて配布。（一部若い年代に限り、職員を対象とした） 

（３）調査期間と調査方法
　　令和元年7月22日～8月9日を調査期間とし、郵送により配布・回収した。

（４）その他
　　端数処理により、グラフの合計が100％にならない箇所や選択肢を省略して表示しているグラフがある。 

１８歳以上の町民

配付数
324

まちづくりに関する町民アンケート調査結果

2015年に策定した「秩父別町まち・ひと・しごと総合戦略」（2015～2019年度の5か年計画）の

基本目標として設定している「住みよい町と感じている人」の実績値の取得および次期総合戦略

（2020年～2024年度の5か年計画）策定にあたっての参考資料とするためアンケート調査を実施

した。



１．回答者の状況

問1-①性別
女性の割合が1割程度多くなっている。

問1-②年齢
18歳以上19歳以下の人口が少ないため回答者の割合が少なくなっている。 

問1-③職業

男

45.9%女

54.1%

問１① 性別［%］

2.7% 12.3% 14.4% 14.4% 16.4% 20.5% 18.5% 0.7%

0% 25% 50% 75% 100%

問１② 年齢［％］

１９歳以下 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上 無回答

農業及び農業家族従事者の合計が25.4％、正社員・正職員が21.2％と多くなっている。

14.4% 11.0%

21.2% 16.4% 14.4% 6.2% 4.8%3.4%

2.7%

2.1%

2.1%

1.4%

0% 25% 50% 75% 100%

問１③ 職業［％］
農業

農業の家族従事者

正社員・正職員

無職

パート・アルバイト

派遣・契約社員

家事専業

自営業経営

自営業の家族従事

者

農業関連 25.4%



問1-④職場

問1-⑤世帯構成

問1-⑥現在のお住まい

親と子どもや夫婦のみの核家族が多くを占め、多世代家族は少数である。

41.8% 26.7% 12.3% 4.1% 14.4% 0.7%

0% 25% 50% 75% 100%

問１⑤ 世帯構成［％］

親と子ども 夫婦のみ 一人暮らし 親と子どもと孫 その他 無回答

持ち家が8割弱と多い。

76.7% 15.8%

2.7% 2.7%

0.7% 0.7% 0.7%

0% 25% 50% 75% 100%

問１⑥ 現在のお住まい［％］

持ち家 公営住宅 賃貸住宅（アパート） 賃貸住宅（一軒家） 社宅 その他 無回答

町内が７割、町外が３割弱となっている。

69.7% 26.1% 4.2%

0% 25% 50% 75% 100%

問１④ 職場［％］

町内 町外 無回答



問1-⑦居住年数

問1-⑧居住区

40年以上居住している回答者が4割を超える。

15.8% 13.0% 15.8% 14.4% 41.1%

0% 25% 50% 75% 100%

問１⑦ 居住年数［％］

１０年未満 １０～１９年 ２０～２９年 ３０～３９年 ４０年以上

75.3% 23.3% 1.4%

0% 25% 50% 75% 100%

問１⑧ 居住区［％］

市街地区 農家地区 無回答

市街地に居住している回答者が7割を超えている。



２．住み心地と居住意向

問2　住み心地

問3　居住意向

「とても住みよい、住みよい」と感じている回答者は６割を越えている。また、「住みにくい、やや
住みにくい」は5％未満と少ない。

17.1% 47.3% 29.5% 3.4%

1.4% 1.4%

0% 25% 50% 75% 100%

問2 住み心地［％］

とても住みよい 住みよい ふつう やや住みにくい 住みにくい 無回答

前問の住み心地に関する回答と関連し、「今の場所に住みつづけたい」という回答が８割近く、
町外へ移住意向のある回答者は２割未満となっている。

75.3% 4.1% 15.1%

2.1%

0.7%

2.7%

0% 25% 50% 75% 100%

問3 定住意向［％］

今の場所に住み続けたい

町内の別の市街地へ移りたい

道内のどこかへ移りたい

道外へ移りたい

町内の別の農家地区に移りたい

無回答



問4　住み続けたい理由

61.8%

40.0%

30.9%

24.5%

17.3%

17.3%

14.5%

12.7%

8.2%

2.7%

1.8%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

持家があるから

家族・友人がいるから

故郷だから

静かで自然豊かだから

勤務地が近いから

道路管理や除排雪が充実しているから

温泉などの公共施設が充実しているか

ら

子育て対策が充実しているから

高齢者福祉対策が充実しているから

公園などの遊び場が充実しているから

移住定住対策が充実しているから

その他

問４．住み続けたい理由 （複数回答）

「持ち家があるから」が最も多く、「家族・友人がいるから」、「故郷だから」の順に多くなっている。
「高齢者福祉対策」や「子育て対策」など行政の施策面を理由とする割合は少ない。



問5　移り住みたい理由

「買い物や生活が不便だから」と「医療・福祉面が不安だから」が多い。

34.4%

28.1%

25.0%

21.9%

18.8%

15.6%

12.5%

12.5%

9.4%

6.3%

6.3%

3.1%

0.0%

18.8%

0% 10% 20% 30% 40%

買い物や生活が不便だから

医療・福祉面が不安だから

就職や親から独立をするから

冬の生活が大変だから

交通が不便だから

娯楽や余暇の場が少ないから

子供の進学など教育上の理由から

年齢・健康上の理由から

自分が結婚するから

勤務地が遠いから

家賃などの住居費負担を軽減するた

め

子ども家族と一緒に住みたいから

商売や事業に不利だから

その他

問５．移り住みたい理由

【その他】
・雪が多すぎるから
・雪の少ない地域に行きたいです。
・一軒家がほしいので 雪のないところに行く
・持ち家をもちたい



３．町外への交通手段
問6　町外へ行くために普段使う交通手段

問7　過去１年間の公共交通機関利用の有無

「自分が運転する車」が多く8割を超えている。バスやＪＲの「公共交通機関」は6.9％と少ない。

公共交通機関を一度も利用していない回答者は5割を超えている。
利用していない人の割合は市街地区よりも農家地区の方が高く、6割を超えている。

82.9% 8.2% 5.5%

1.4%

2.1%

0% 25% 50% 75% 100%

問６ 町外へ行くための交通手段

自分が運転する車

家族等が運転する

車
路線バス・高速バス

ＪＲ留萌線

バイク（0%）

タクシー（0%）

47.9

53.6

29.4

50.7

45.5

67.6

0% 25% 50% 75% 100%

全体

市街地区

農家地区

問７ 居住区別 公共交通の利用の有無［％］

利用した 利用していない



問8　交通機関の利用頻度　（問7で利用したと回答した方）
公共交通機関の利用頻度は、タクシーは「年に数日」、ＪＲ留萌線、高速バス、路線バスでは

「年に1～2日程度」が多い。ＪＲ留萌線を除く交通機関では、「週に1～2日」以上利用している回
答者は0％だった。

46%

63%

62%

43%

34%

28%

23%

50%

20%

9%

5%

7%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

路線バス

高速バス

ＪＲ留萌線

タクシー

問8 交通機関の利用頻度〔％・複数回答〕

年に１～２日程度 年に数日 月に数日 週に１～２日 週に３日以上

16人 12人 7人

20人 9人 3人

24人 9人 2人 4人

13人 15人 2人



問9　利用目的　（問7で利用したと回答した方）

51%

33%

29%

26%

13%

7%

7%

1%

0%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

趣味・娯楽

病院

買い物

親族・知人訪問

仕事・出張

通勤

通学

公共施設利用

金融機関

その他

問9 交通機関の利用目的（％・複数回答）

「趣味・娯楽」目的や「病院」、「買い物」目的の利用が多い。

【その他】
・JR深川駅から乗車するため路線バスを使用



４．各分野のまちづくりの取り組みについて

問10　生活環境で行政に望むこと

もっとも多いのは「冬期間の除排雪体制の充実」で、以下「交通利便性の充実」、「スーパーな
どの商業施設の充実」と続く。

38.4%

34.9%

32.2%

21.2%

19.2%

15.1%

10.3%

10.3%

9.6%

8.9%

8.2%

8.2%

7.5%

6.8%

6.8%

6.2%

2.1%

5.5%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

冬期間の除排雪体制の充実

交通利便性の充実

スーパーなどの商業施設の充実

空き家対策の充実

防犯対策の充実

防災対策の充実

道路の整備

お祭りや各種イベントの充実

街路等ＬＥＤ化や太陽光発電等の省エネ対策

コミュニティ活動の活性化

横断歩道やガードレール等の交通安全対策

日用品の配送などの買い物支援の充実

公営・民営賃貸住宅の整備

公共施設などのバリアフリー対策の充実

身近な公園・広場や景観の整備

公害防止や自然環境の保全・保護

住宅建設用の宅地整備

その他

無回答

問10 生活環境で行政に望むこと〔％・複数回答〕

【その他】
・町内放送が聞こえない
・道の駅の充実、名産の充実
・空き地の草刈り、指導・徹底。タンポポの群生が迷惑なので
・スポセンのエレベーターの設置、足の悪い人は文化祭など２階の展示物が見られません。
・飲食店の充実
・診療所における信頼度の高い医療提供を強く望む
・老人福祉センター調理場の改築



問11　子育て対策として行政に望むこと

「こども園や小中学校の環境の整備・充実」が最も高く、次いで「診療体制の維持・充実」、「少
子化対策の充実」となっている。

33.6%

26.7%

24.0%

23.3%

22.6%

20.5%

17.8%

14.4%

13.7%

2.1%

16.4%

0% 10% 20% 30% 40%

こども園や小中学校の

環境の整備・充実

診療体制の維持・充実

少子化対策の充実

育児休業や短時間労働等の

就労支援対策

保護者の費用負担を軽減する

施策の充実

学習塾等の習い事の場の充実

いじめや保護者の悩みの

相談体制の充実

クラブ活動や遊び場等の

放課後対策

自然体験活動などの

体験活動の充実

その他

無回答

問11 子育て対策として行政に望むこと〔％・複数回答〕

【その他】
・1人なので特に思うことがない
・子育てが終わっているので答えられない



問１2　お年寄りの方が健康で生きがいを持ち充実した生活を送るために必要なこと
「高齢者の買物支援対策の充実」が最も高く、次いで「地域医療の確保・充実」、「交通利便性や利用

支援の充実」となっている。

41.8%

37.7%

37.7%

28.1%

19.9%

17.8%

17.1%

15.8%

11.0%

7.5%

6.2%

6.2%

4.1%

1.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢者の買い物支援対策の充実

地域医療の確保・充実

交通利便性や利用支援の充実

老人ホーム等の高齢者向け施設整備

高齢者に対する介護予防等の保健事業の充実

高齢者見守り対策の充実

高齢者に対する在宅福祉の充実

雇用機会や経験・技術を生かせる場の整備

高齢者学級など、学習機会の充実

高齢者向けスポーツの場や企画の充実

幼児・青少年等他の世代とふれあう場の確保

老人クラブなど高齢者団体の育成強化

公共施設や商店等のバリアフリー化

その他

無回答

問12 高齢者の生活充実のため行政に望むこと［％・複数回答】

【その他】
・全部必要
・除雪を平等にしてほしい



問１3　農業振興のため行政に望むこと
「後継者の育成」が最も高く５割近くなっている。次いで「農産物のブランド化と産地形成」、「町

外等からの新規就農者を支援する取組」となっている。

47.3%

34.2%

28.8%

21.2%

19.2%

17.8%

16.4%

13.7%

10.3%

6.8%

5.5%

2.7%

2.7%

2.1%

10.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

後継者の育成

農産物のブランド化と産地形成

町外等からの新規就農者を支援する取組

スマート農業の推進

農産物販売拠点の整備

農地の流動化を促進、

中核的担い手への農地の集積

ほ場整備などの基盤整備

生産法人の育成

６次産業化の取組

農業機械及び施設の共同化

農家民宿など観光と結びついた経営

農業生産工程管理（ＧＡＰ）認証の推進

農村環境の保全及び景観づくり

その他

無回答

問１3 農業振興のため行政に望むこと（％・複数回答）

【その他】
・町外からの嫁を募集
・秩父別のお米がおいしいということをアピール。北空知の他の市町はアピールしているように思います。
・仕事が違うのでわからない



問14　商工業の振興について行政に望むこと

「地域資源を生かした魅力ある商品開発」、「意欲ある担い手、働き手の確保」、「活気と賑わい
のある商店街を形成」が高くなっている。

29.5%

29.5%

27.4%

21.9%

21.2%

20.5%

20.5%

19.2%

13.7%

9.6%

4.1%

3.4%

9.6%

0% 10% 20% 30% 40%

地域資源を活かした魅力ある商品開発

意欲ある担い手、働き手の確保

活気と賑わいのある商店街を形成

企業誘致の推進

起業家への支援・育成

地元事業所等での雇用機会の創出

拠点となる店舗を建設

買い物客へのサービス向上

異業種連帯による新商品・サービスの創出

イベントを積極的に開催

外国人観光客向けサービスの充実

その他

無回答

問14 商工業の振興について行政に望むこと（％・複数回答）

【その他】
・何も期待していない
・大型駐車場をふまえた商店街の集合施設
・農家をやる気にさせる
・夏季のキャンプ場が混む時期にじゃらんに載るようなイベントをすると更に秩父別町は盛り上がると
思います。
・（観光施設に）インスタスポットなどがあるといいと思います。
・振興は望めない



問15　観光振興について

「温泉・道の駅周辺施設の整備・充実」が最も高く6割を超えている。次いで「職を魅力とした観
光の充実」、「子どもの遊びを魅力とした観光の充実」となっている。

65.8%

29.5%

28.8%

19.9%

17.8%

15.1%

15.1%

11.6%

10.3%

6.8%

3.4%

4.1%

8.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

温泉・道の駅周辺施設の整備・充実

食を魅力とした観光の充実

子どもの遊びを魅力とした観光の充実

バラ園周辺施設の整備・従事る

自然や景観を生かした観光の推進

産業体験型観光の充実

イベントを中心とした観光の充実

農家民泊や空き家等を利用した民泊の推進

スポーツ型観光の充実

外国人観光客向けサービスの充実

歴史を素材とした観光の充実

その他

無回答

問15 観光振興で今後必要なこと（％・複数回答）

【その他】
・国道などの景観の改善。古い家屋の美観対策

・元「冒険の森」のキャンプ場への改造

・今のイベント（とんでんまつり等）の活性化

・手軽なお土産品があるとうれしいです。ボールペンとかクリアファイルとか

・現状でよい



問１6　人口減少問題対策
「住みたい・住み続けたいと思える移住定住対策の充実」が最も高く5割を超えている。次いで、

「若者が結婚し、安心してこどもを生み育てられる対策の充実」が4割超、「企業誘致等による雇
用の創出」、「お年寄りが安心して暮らせる施設整備と対策の充実」が3割超となっている。

54.1%

45.2%

34.2%

32.9%

26.0%

14.4%

13.0%

12.3%

11.6%

6.2%

5.5%

3.4%

1.4%

2.1%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

住みたい・住み続けたいと思える

移住定住対策の充実

若者が結婚し、安心して子供を

産み育てられる対策の充実

企業誘致等による雇用の創出

お年寄りが安心して暮らせる

施設整備と対策の充実

農商工業における雇用の確保や

創出につながる産業対策の推進

町の魅力や情報発信の強化

近隣自治体との連帯体制の強化

誰もが安心して暮らせる防犯・防災対策の充

実

空き家の有効活用などの空き家対策の充実

観光客誘致のための対策推進

児童生徒の学力向上に向けた教育の推進

国際交流や外国人観光客受け入れの推進

住宅地や道路などの都市基盤の整備・充実

その他

無回答

問16 人口減少問題対策（％・複数回答）

【その他】
・学校の少子化が進んでいるので近隣の市町との合同化やスポーツに対して共同する。

・高齢になったときの買い物、病院への通院問題をクリアすること。ようびをきめて、何人か乗れるワゴン車をだし、

深川まで買い物に行けたり、旭川まで病院に行けるなど。

・ お年寄りの交通利便性の向上、買い物支援等



問17　将来の秩父別がどのようになることを望みますか

「年を取っても安心して住める町」が７割を超え最も多く、ついで「利便性の良い町」、「子育てし
やすい町」と続いている。

71.9%

45.2%

43.8%

27.4%

22.6%

16.4%

15.8%

13.0%

2.1%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

保健医療介護体制や福祉が充実し、

年をとっても安心して住める町

交通の便が充実し、生活環境などにも

恵まれた利便性の良い町

教育環境や子育て支援の充実した、

子育てしやすい町

犯罪や事故が少なく、

安全安心な暮らしができる町

人々が生き生きと働く、

所得水準が高い農業の町

ごみや公害のない、

豊かな自然に囲まれた美しい町

町外から多くの観光客が訪れる、

経済的に豊かで知名度のある町

住民がまちづくりの活動に

積極的に参画できる町

その他

無回答

問17 将来の秩父別に望むこと（％・複数回答）

【その他】
・町民が町外から来た人の受け入れのつめたさの改善

・高齢者が車がなくても生活に困らない町

・人がたくさん集まるような町


